
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

⾧野県 
池田町第 6 次総合計画 
 平成 31 年度～令和 10 年度  

後期基本計画（案） 
 令和６年度～ 令和 10 年度  

 

 
 
 

  



 
 

池田町第 6 次総合計画後期基本計画にあたって 

 
 
魅力あふれ、美しく、 
持続性のある町を目指して 
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基本目標３ 生活基盤の整備・移住定住に係る施策 

（４）交通の整備 

 基本方針  
・県内の交通事故死者数の半数以上は高齢者が占めていることから、「交通事故を起こさな

い・事故に遭わない」ための啓発強化に取り組む。 
・町営バス運行に関しては、町民が利用し易い運行形態を引き続き追求する。 
 

 現状と課題  
・高齢化の進行に伴い、高齢者に関わる交通事故対策が課題。 
・交通弱者対策について、福祉施策も含め特に高齢者対策に向け取り組むことが求められて

いる。 
 

 主要施策  
項  目 内    容 担  当 

交通安全対策 

①交通安全啓発セミナーなどによる意識啓発 
②交通安全運動期間を中心とした啓発 
③「自転車ヘルメット着用推進」の町 

環境係 

④より安全な交通環境づくりへの取り組み 
・必要な対策について県公安委員会へ要望 
・通学路の安全点検、危険箇所対策 
・路面標示補修 
・町道の交通安全施設整備 
・地区交通安全協会と協力した取り組み 

環境係、建設係 
学校保育係 

⑤交通事故被害者救済支援 
・交通災害共済掛金の全町民分負担 

⑥池田町運転免許自主返納支援事業 
環境係 

町営バス運行
関係 

①利便性向上のため運行時刻改正・経路設定 
・鉄道の運行に合わせた運行時刻改正 
・病院受診や買い物に配慮した経路設定 

②割引回数券発行、定期券購入について、交通
弱者および通学者への支援制度継続 

③高校生以下の料金無料化 

環境係 

交通弱者対策 
①現状把握・共有、交通体制の整備 
②介護予防・日常生活支援総合事業訪問型サ

ービス D 型事業の拡充 

環境係 
地域包括支援センター 

 

 成果指標  
指 標 名 現状値 

(R4 年度) 
目標値 

(R10 年度) 担 当 備 考 

人身事故の発生件数 11.5 件 5 年間平均
10 件以下 環境係  

訪問型サービス D 型事業の協
力者数 13 人 延 28 人 地域包括支援

センター 
新規協力者登

録数 
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基本目標５ 福祉と人権に係る施策 

（２）保健予防・医療の充実 

 基本方針  
・健康⾧寿の町をめざし、各ライフステージ（妊娠期、乳幼児期、 青壮年期、高齢期）にお

いて健診（検診）受診勧奨、結果説明についての関わりの中で生活習慣病発症予防、重症

化予防のための取り組みを行う。 

・健康保持増進、疾病予防、食育推進のための介護予防教室・健康教室・講演会・学習会の開

催、啓発等に取り組む。 

・必要時医療サービスが受けられるよう医療体制の維持、医療機関との連携を図る。 

 現状と課題  
・特定健診開始の平成 20 年度と比べ、肥満者が増加している。生活背景の変化とともに今後

肥満を起因とする生活習慣病が増加していくことが考えられる。 

・介護が必要になる背景に、認知症、脳血管疾患、筋骨格系疾患がある。これらの疾患の方の

多くは、高血圧、糖尿病、脂質異常症を持っているに起因するため、健診受診・保健指導を

通して改善していく必要がある。 

・生活習慣病の低年齢化が懸念され、早期からの予防が必要だが、若年層および国保外の健

診受診状況の把握ができていない。 

・高額医療費の実態を把握すると、心疾患、慢性腎臓病、脳血管疾患、進行がん等によるの手

術、治療によるものが多く、本人及び家族の心身の負担も大きいと考えられる。 

 主要施策  
項  目 内    容 担  当 

健康づくり
の取り組み 

①健康づくりの全町的な意識啓発、保健活動 
・健康・運動教室、相談会、健診結果説明会、セミナー

など開催 
・各ライフステージの取り組み（特記事項） 
∇妊婦・乳幼児・学齢期  生活リズム、運動、食事の学習 
∇学齢期  小児生活習慣病予防（親への意識啓発含む） 
∇青壮年期 健康づくり、健康診断、がん検診受診へ

の意識啓発、生活習慣病予防、重症化予防 
∇高齢期 介護予防、認知症予防、フレイル※1 の予防 

②食育推進計画実践 

健康増進係他 

地域医療の
充実 

①第 3 期信州保健医療総合計画、第 8 次⾧野県保健医
療計画に沿った、各機関連携した地域医療を充実さ
せる取り組み 

健康増進係 
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資料編 
 

 

◇池田町総合計画審議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宮﨑会⾧より甕町⾧へ答申 

仮 
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池田町第６次総合計画【後期基本計画】 策定の経過 

◆池田町総合計画審議会 
日付 会議名 内容 

令和５年 8 月 21 日 第 1 回総合計画審議会 諮問、令和 4 年度事業行政評価 
後期基本計画の基本情報とスケジュール 

10 月 16 日 第 2 回総合計画審議会 町民アンケート結果について 
後期基本計画（案）検討 

11 月 14 日 第 3 回総合計画審議会 後期基本計画（案）検討 

12 月 13 日 第 4 回総合計画審議会 後期基本計画（案）検討 

令和 6 年 1 月 22 日 第５回総合計画審議会 パブリックコメント等を受けた修正案、答申案検討 

2 月 14 日 第６回総合計画審議会 最終案の確認、答申 

◆池田町議会 
日付 会議名 内容 

令和５年６月１日 議会全員協議会 後期基本計画策定について 

11 月８日 議員協議会 令和 4 年度事業評価及び町民アンケート結果について 

11 月 29 日 議会全員協議会 後期基本計画（案）について 

令和 6 年２月 22 日 議会全員協議会 後期基本計画決定の報告 

◆池田町自治会協議会 
日付 会議名 内容 

令和５年７月 21 日 第 2 回自治会協議会 後期基本計画策定について 

11 月 21 日 第 3 回自治会協議会 後期基本計画（案）へのパブリックコメント提出依頼 

◆町民アンケート 
アンケート 一般住民向けアンケート 若者（高校生世代）向けアンケート 

実施期間 令和 5 年 1 月 

対象者 町内に居住する 18 歳以上（R4.12.1 現在）の男女
1,500 人を無作為抽出 

町内に居住する 15 歳から 17 歳（R4.12.1 現
在）（中学生除くの 167 人全員 

調査方法 郵送による配布、郵送またはインターネットによる回答 郵送による配布、インターネットによる回答 

回答数 535 人（回収率 35.7％） 43 人（回収率 25.7％） 

◆パブリックコメント 
募集期間 令和 5 年 11 月 23 日～12 月 22 日 

募集の周知方法 ホームページ、防災行政無線放送、広報いけだ 

提出方法 持参、郵送、ファクシミリ、電子メール 

提出者数 14 名（提案項目 57） 

◆企画会、庁内説明会 
日付 会議名 内容 

令和５年 5 月 22 日 ― 令和 4 年度事業行政評価依頼 

6 月 1 日 企画会 後期基本計画策定の説明 

6 月 8 日 担当者説明会 後期基本計画策定の説明 

7 月 4 日～13 日 ヒアリング 令和 4 年度事業行政評価及び後期基本計画の庁内調整 

9 月 1 日 企画会 総合計画後期基本計画（案）について 

10 月 2 日 企画会 総合計画後期基本計画（案）について 

12 月 1 日 企画会 総合計画後期基本計画（案）について 

令和６年 1 月９日 企画会 パブリックコメントへの回答について 

2 月 1 日 企画会 総合計画後期基本計画（案）について 
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総合計画審議会委員名簿 

敬称略 

  分野 組織 役職 氏名 

1 民間諸団体等の代表者 池田町女性団体連絡協議会 理事 松澤 裕子 

2 民間諸団体等の代表者 池田町社会福祉協議会 常務理事 事務局⾧ ○井上 賢一郎 

3 民間諸団体等の代表者 池田町農業委員会 会⾧ 片瀬 善昭 

4 民間諸団体等の代表者 池田町商工会 事務局⾧ ◎宮﨑 鉄雄 

5 民間諸団体等の代表者 池田町教育委員会 教育⾧職務代理者 小澤 裕子 

6 民間諸団体等の代表者 松本信用金庫 池田支店 支店⾧ 百瀬 栄治 

7 識見を有する者 北アルプス地域振興局 企画振興課⾧ 土屋 征寛 

8 町⾧が必要と認める者     坂井 絵美 

9 公募による町民     丸山 修 

10 公募による町民     加藤 俊 

◎:会⾧   ○:副会⾧ 
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諮問書  
 

 

5 総企第 129 号

令和 5 年 8 月 21 日

 

池田町総合計画審議会長 様 

 

池田町長  甕 聖章 

 

池田町第六次総合計画後期基本計画について（諮問） 

 

「池田町第六次総合計画後期基本計画」を策定したいので、池田町総合計画審議

会条例第 2 条の規定に基づき、貴審議会の意見を求めます。 

 

記 

 

 

１ 諮問事項   第六次総合計画後期基本計画素案について 
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答申書 
 

 

令和６年２月 14 日

 

池田町長  甕   聖 章 様 

 

池田町総合計画審議会 

会 長  宮﨑 鉄雄 

 

 

池田町第六次総合計画後期基本計画について（答申）  

 

池田町総合計画審議会では、令和５年８月 21 日付け 5 総企第 129 号で諮問のありま

した掲題について慎重に審議を重ねた結果、別添の「池田町第六次総合計画後期基

本計画（案）」を適当であると認め、答申します。 

なお、本計画は「あづみ野池田総合戦略」を継承することも踏まえ、下記に掲げる事

項に留意して実現に努められるよう要望します。 

 

 

記 

 

 

 

１  協働のまちづくりを進めるため、本計画の趣旨や内容を町民にわかりやすく周知

するとともに、情報の共有、丁寧な合意形成を図り、目指すまちの将来像の実現に

取り組まれたい。 

 

２  急速に人口減少、少子高齢化が進む中、子どもを産み育てやすく、年齢を重ねて

も安心して暮らせるまちづくりを、地域や関係機関と連携して進められたい。 

 

３  社会情勢の変化に柔軟に対応し、効果的な産業振興策を積極的に展開されたい

 

４  今後も厳しい財政状況が見込まれる中、効率的で質の高い行財政運営に努めら

れたい。 

 

５  今回の諮問において、総合計画の趣旨、位置づけ、基本構想に照らして、審

議を進めていく中で日程を追加せざるを得なかったことを踏まえ、次期の第

七次総合計画策定に向けて、その期間や構成、策定や評価の方法、審議会の日

程等、総合計画の在り方について改めて検討されたい。 

仮 
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持続可能な開発目標（SDGs）との関係  
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SDGs に関する記述の出展：内閣府地方創生推進室 

公益財団法人 地球環境戦略研究機関（IGES）資料より環境省作成 

 


